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そ
の
中
に
あ
っ
て
柔
道
整
復
師
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、
国
民
の
健
康
・
福
祉
増
進
の
観
点
か
ら
看
過
で
き
な
い

情
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
、
柔
道
整
復
健
康
保
険
療
養
費
支
給
申
請
書
に
か
か
る
厚
生
省
の
保
険
発
第
八
十
三
号 

（
平
成
八
年
五
月
二
十
四
日
）
の
措
置
に
対
し
て
は
、
多
く
の
点
で
疑
義
を
有
す
る
。 

一 

柔
道
整
復
師
の
健
康
保
険
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
法
第
四
十
三
条
「
療
養
の
給
付
」
で
は
な
く
法
第
四
十
四

条
の
二
「
療
養
費
」
の
取
り
扱
い
と
さ
れ
、
こ
の
具
体
的
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
同
法
施
行
規
則
第
五
十
三
条
の
記
載
に
よ

る
も
の
と
し
て
、
所
定
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
記
載
方
式
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
根
拠
を
法
に
基
づ

い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
現
行
に
お
い
て
は
一
般
的
な
見
本
が
掲
げ
ら
れ
参
考
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

も
と
に
要
件
を
満
た
し
た
申
請
書
様
式
が
各
々
作
成
、
活
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
況
ん
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
規
定

を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
厚
生
省
は
、
保
険
発
第
八
十
三
号
（
平
成
八
年
五
月
二
十
四 

昨
今
の
厚
生
行
政
を
鑑
み
る
に
、
国
民
生
活
全
般
の
主
要
部
分
を
直
接
的
に
預
か
る
部
署
と
し
て
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
未
曾
有
の
不
祥
事
が
続
発
し
、
大
い
に
国
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
て
い
る
。 

よ
っ
て
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

柔
道
整
復
健
康
保
険
療
養
費
支
給
申
請
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

新
様
式
に
よ
る
柔
道
整
復
健
康
保
険
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
逓
減
制
導
入
に
よ
り
、
繁
雑
化
・
複
雑
化
し
た
が
、
こ
の 

三 

療
養
費
支
給
申
請
書
統
一
に
関
し
て
は
、
医
療
保
険
審
議
会
柔
道
整
復
等
療
養
費
部
会
の
答
申
が
出
て
い
る
が
、
新
様
式

は
こ
の
こ
と
を
受
け
て
規
定
さ
れ
た
も
の
か
。 

二 

保
険
発
第
八
十
三
号
（
平
成
八
年
五
月
二
十
四
日
）
は
、
行
政
指
導
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
か
否
か
。
ま
た
、
行

政
指
導
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
的
趣
旨
、
理
由
は
何
か
。 

さ
ら
に
同
答
申
文
中
第
3
―
2
―
(2)
―
①
に
お
い
て
「
審
査
の
適
正
化
を
確
保
す
る
た
め
（
中
略
）
所
定
の
申
請
書
に
よ

る
申
請
等
審
査
基
準
を
統
一
的
に
定
め
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
に
つ
い
て
も
新
様
式
で
規
定
さ
れ
て
い
る
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変

更
を
認
め
な
い
旨
を
も
含
む
の
か
。 

ま
た
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
答
申
（
「
柔
道
整
復
等
の
施
術
に
係
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
」
）
文
中
第
1
―
1
―
(3)
「
支

給
対
象
と
な
る
外
傷
性
疾
患
に
つ
い
て
審
査
基
準
の
統
一
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
新
様
式
で
規 

定
さ
れ
て
い
る
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
を
認
め
な
い
旨
を
も
含
む
の
か
。 

日
）
に
お
い
て
突
如
、
新
様
式
を
規
定
し
、
「
施
術
内
容
」
欄
に
つ
い
て
本
様
式
以
外
は
不
可
と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に 

 
 

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
根
拠
法
令
が
あ
る
の
か
明
示
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

五 

前
出
、
協
同
組
合
日
本
接
骨
師
会
は
国
家
資
格
を
も
っ
た
会
員
の
公
的
法
人
団
体
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

現
行
様
式
と
新
様
式
を
事
務
作
業
の
能
率
性
の
観
点
よ
り
試
験
的
に
実
験
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
明
確
に
現
行
様
式
の

作
業
能
率
性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
伺
い
た
い
。 

七 

厚
生
省
当
局
は
、
平
成
九
年
五
月
一
日
以
降
は
、
新
様
式
以
外
は
不
可
と
し
て
い
る
が
事
実
か
。
ま
た
、
協
同
組
合
日
本

接
骨
師
会
の
現
行
療
養
費
支
給
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
い
か
よ
う
に
取
り
扱
う
所
存
で
あ
る
か
。 

取
り
組
み
は
各
自
が
自
覚
的
に
そ
の
考
え
方
に
立
つ
作
成
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
申
請
書
の
統
一

を
図
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
例
え
ば
、
円
滑
に
運
用
さ
れ
て
い
る
協
同
組
合
日
本
接
骨
師
会
（
厚
生
省
収
健
政
第
一
五
四
号

の
認
可
団
体
）
の
現
行
申
請
書
（
以
下
現
行
様
式
と
い
う
）
の
有
効
性
ま
で
否
定
し
て
新
様
式
移
行
を
強
行
す
る
こ
と
は
別

問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。 

こ
の
こ
と
に
よ
る
柔
道
整
復
師
の
負
担
増
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
患
者
に
対
す
る
影
響
を
免
れ
か
ね
な
い
事
態

の
惹
起
が
容
易
に
予
想
で
き
ま
す
。 

厚
生
省
は
、
治
療
行
為
を
阻
害
し
て
ま
で
、
何
故
に
請
求
者
に
多
大
な
事
務
負
担
を
負
わ
せ
る
の
か
。
そ
の
意
義
を
伺
い

た
い
。 

五 

 



 

 

六 

八 

本
来
、
医
療
保
険
審
議
会
柔
道
整
復
等
療
養
費
部
会
の
答
申
の
眼
目
は
、
柔
道
整
復
に
関
し
て
適
正
な
保
険
給
付
を
図
る

こ
と
に
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
「
傷
病
名
表
記
の
適
正
化
」
「
算
定
項
目
欠
落
の
是
正
」
「
算
定
項
目
評
価
の
適
正
化
」
等 

 
 

こ
そ
肝
要
で
あ
る
。 

以
上
の
事
か
ら
抜
本
的
な
様
式
書
の
改
正
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
予
定
は
あ
る
か
。 

さ
ら
に
そ
の
前
提
に
立
っ
た
新
様
式
用
紙
の
使
用
実
施
に
つ
い
て
の
猶
予
期
間
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。 

九 

行
政
指
導
に
せ
よ
、
他
の
行
政
措
置
に
せ
よ
、
そ
の
改
善
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
の
「
治
療
」
と
い
う
健
康
増
進
へ
の
寄

与
を
侵
し
て
ま
で
優
先
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


